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問 題

日本人の平均寿命は、1980年代半ばから現在まで世界有数の水準を持続している

が、この平均寿命から病気や障害などで介護が必要になった期間を引いた「健康寿命」

を伸ばすことが近年の社会的課題になっている。

次の資料を参考にして、高齢期の健康課題をあげながら、「健康寿命」を伸ばしてい

くための方策について600字以内で論じなさい。

資料 65歳以上の要介護者等の男女別にみる介護が必要となった主な原因

総数 1177．．22 44．．77 1111．．00 1166．．44 1122．．22 1133．．99 2244．．66

男性 2266．．33 55．．11 44．．77 1144．．11 66．．00 1111．．11 3322．．66

女性 1122．．66 44．．55 1144．．11 1177．．66 1155．．44 1155．．33 2200．．66
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脳血管疾患（脳卒中） 心疾患（心臓病） 関節疾患 認知症
骨折・転倒 高齢による衰弱 その他・わからない・不詳

出所：内閣府「平成29年版 高齢社会白書」2017年
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